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(57)【要約】
【課題】プリント基板を固定している固定用支柱からプ
リント基板を簡単に取り外すことができるプリント基板
取り外し治具を提供する。
【解決手段】プリント基板取り外し治具２０は、把持部
２２と、把持部２２の先端に設けられ、弾性係止爪１６
に被せて閉じる筒部２４と、把持部２２に設けられ、一
端がプリント基板１０に係合可能に形成された引き出し
レバー２６と、を備え、引き出しレバー２６は、筒部２
２を弾性係止爪１６に被せた状態で、プリント基板１０
に係合され、把持部２２によりプリント基板１０を固定
用支柱１４から引き出すように構成されたものである。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　制御盤にプリント基板を固定する固定用支柱から前記プリント基板を取り外すプリント
基板取り外し治具であって、
　前記固定用支柱には、先端が傘状に開閉する弾性係止爪が設けられ、当該弾性係止爪が
前記プリント基板に設けられた固定用孔を貫通して先端が開いた状態で前記プリント基板
が前記固定用支柱に固定され、
　前記プリント基板取り外し治具は、
　把持部と、
　前記把持部の先端に設けられ、前記弾性係止爪に被せて閉じる筒部と、
　前記把持部に設けられ、一端が前記プリント基板に係合可能に形成された引き出しレバ
ーと、
　を備え、
　前記引き出しレバーは、前記筒部を前記弾性係止爪に被せた状態で、前記プリント基板
に係合され、前記把持部により前記プリント基板を前記固定用支柱から引き出すように構
成されている、
　プリント基板取り外し治具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、制御盤に固定されたプリント基板を取り外す治具、特に、固定用支柱を用い
て制御盤に固定されたプリント基板を取り外す治具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　制御機器を更新する際などに、制御盤の固定面に固定用支柱を介して取り付けられたプ
リント基板の交換作業を行うことがある。このような固定用支柱は、傘状に開閉する弾性
係止爪が先端に設けられており、当該弾性係止爪がプリント基板の固定用孔を貫通して開
いた状態となることにより、プリント基板を引っ掛けて固定している。
【０００３】
　特許文献１には、先端に設けられた弾性係止爪よりも下側の位置にフランジ状の台座を
設けて、当該台座によって一枚目のプリント基板を支持させて固定するとともに、先端の
弾性係止爪によって２枚目のプリント基板を固定することで段積み状態でプリント基板を
固定できる固定用支柱が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平８－２４７１２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上記固定用支柱からプリント基板を取り外す際には、例えば、ラジオペンチ
などの工具で弾性係止爪を摘まんでプリント基板に引っ掛からないようにしつつ、プリン
ト基板を引っ張り出すことで固定用支柱からプリント基板を取り外している。しかし、こ
のような方法では、弾性係止爪を工具で摘まみながらプリント基板を手で引っ張り出す必
要があり、作業性の点で問題があった。
【０００６】
　本発明の目的は、プリント基板を固定している固定用支柱からプリント基板を簡単に取
り外すことができるプリント基板取り外し治具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　本発明に係るプリント基板取り外し治具は、制御盤にプリント基板を固定する固定用支
柱からプリント基板を取り外すプリント基板取り外し治具であって、固定用支柱には、先
端が傘状に開閉する弾性係止爪が設けられ、当該弾性係止爪がプリント基板に設けられた
固定用孔を貫通して先端が開いた状態でプリント基板が固定用支柱に固定され、プリント
基板取り外し治具は、把持部と、把持部の先端に設けられ、弾性係止爪に被せて閉じる筒
部と、把持部に設けられ、一端がプリント基板に係合可能に形成された引き出しレバーと
、を備え、引き出しレバーは、筒部を弾性係止爪に被せた状態で、プリント基板に係合さ
れ、把持部によりプリント基板を固定用支柱から引き出すように構成されたものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係るプリント基板取り外し治具によれば、把持部の先端に設けられた筒部を弾
性係止爪に被せることにより弾性係止爪を閉じさせてプリント基板に引っ掛からないよう
にしつつ、引き出しレバーをプリント基板に係合させてから把持部によってプリント基板
を固定用支柱から引き出すことができる。このため、プリント基板を固定している固定用
支柱からプリント基板を簡単に取り外すことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施形態であるプリント基板取り外し治具が適用される固定用支柱によ
って制御盤の固定面に固定されたプリント基板を示す斜視図である。
【図２】本発明の実施形態であるプリント基板取り外し治具の斜視図である。
【図３】図３（ａ）はプリント基板取り外し治具を固定用支柱に取り付ける前の状態を示
す図であり、図３（ｂ）はプリント基板取り外し治具を固定用支柱に取り付けた状態を示
すである。
【図４】図４（ａ）はプリント基板取り外し治具の引き出しレバーをプリント基板に係合
させた状態を示す図であり、図４（ｂ）はプリント基板取り外し治具によってプリント基
板を引き出す状態を示す図である。
【図５】本発明における実施形態の第１変形例であるプリント基板取り外し治具を示す図
である。
【図６】本発明における実施形態の第２変形例であるプリント基板取り外し治具を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に、本発明の実施形態について添付図面を参照しながら詳細に説明する。この説明
において、具体的な形状、材料、数値、方向等は、本発明の理解を容易にするための例示
であって、用途、目的、仕様等にあわせて適宜変更することができる。また、以下におい
て複数の実施形態や変形例などが含まれる場合、それらの特徴部分を適宜に組み合わせて
用いることは当初から想定されている。
【００１１】
　図１は、実施形態であるプリント基板取り外し治具が適用される制御盤の固定面１２に
固定されたプリント基板１０を示す斜視図である。図１に示すように、プリント基板１０
は、例えば、空調機器等に備えられる制御盤の固定面１２に固定用支柱１４を介して固定
されている。この固定用支柱１４は、制御盤の固定面１２に立設した樹脂製部材であり、
当該固定面１２に取り付けられるプリント基板１０の周辺に対向するように複数配置され
ている。
【００１２】
　固定用支柱１４は、ナイロン等の樹脂材料からなる略円柱状の部材であり、傘状に開閉
可能な弾性係止爪１６を先端に有している。弾性係止爪１６は、プリント基板１０におけ
る裏面１０ｂの方から固定用孔Ｈを貫通して先端が開いた状態でプリント基板１０の表面
１０ａに引っ掛かることでプリント基板１０を固定している。
【００１３】
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　続いて、上述した固定用支柱１４からプリント基板１０を取り外す作業に用いるプリン
ト基板取り外し治具２０について図２を用いて説明する。
【００１４】
　図２は、プリント基板取り外し治具２０の斜視図である。図２に示すように、プリント
基板取り外し治具２０は、把持部２２と、把持部２２の先端に設けられ、弾性係止爪１６
に被せる筒部２４とを備えている。
【００１５】
　把持部２２は、手で握り易くするために、中央部がやや括れた筒状の外形を有している
。また、把持部２２の先端外周には、周面の一部を切り落として平面状の取付面２２ａが
形成され、この取付面２２ａには後述する引き出しレバー２６を支持する回転支持部２３
ａ，２３ｂが幅方向両端に対向配置されている。
【００１６】
　筒部２４は、プリント基板１０の固定用孔Ｈ（図１参照）よりも内径Ｄが小さくなるよ
うに形成されており、弾性係止爪１６に被せることで弾性係止爪１６を弾性変形させてプ
リント基板１０の固定用孔Ｈを通過可能な閉じた状態とする機能を有している。筒部２４
は、ナイロン等の樹脂材料で形成してもよい。
【００１７】
　図２に示すように、プリント基板取り外し治具２０は、一端がプリント基板１０に係合
可能な引き出しレバー２６を備えている。引き出しレバー２６は、把持部２２の回転支持
部２３ａ，２３ｂに軸支された支持軸２６ａと、筒部２４の先端の方へ延びる係合アーム
２８と、把持部２２の後端へ延びる操作アーム２９とから構成されている。
【００１８】
　支持軸２６ａには、スプリング２７が取り付けられている。スプリング２７は、係合ア
ーム２８の突起部２８ａを下方へ付勢している。これにより、係合アーム２８がプリント
基板１０に係合したときに、係合状態を保持できるようにしている。
【００１９】
　係合アーム２８および操作アーム２９は、互いのなす角度が鈍角となるように略Ｌ字状
に折り曲げて形成されている。また、係合アーム２８は、先端が下方に向かって直角ある
いは鋭角に折れ曲がって形成されている。これにより、プリント基板１０の端部に係合す
ることができる。なお、係合アーム２８の先端形状は、フック形状としてもよい。
【００２０】
　操作アーム２９は、把持部２２における取付面２２ａの後端の方へ延伸しており、押下
げることにより係合アーム２８を上方へ回動させる役割を有している。
【００２１】
　次に、図３および図４を用いてプリント基板取り外し治具２０の使用方法について説明
する。図３（ａ）はプリント基板取り外し治具２０を固定用支柱１４に取り付ける前の状
態を示す図であり、同図（ｂ）はプリント基板取り外し治具２０を固定用支柱１４に取り
付けた状態を示す図である。図４（ａ）はプリント基板取り外し治具２０の引き出しレバ
ー２６をプリント基板１０に係合させた状態を示す図であり、同図（ｂ）は引き出しレバ
ー２６を係合させてプリント基板１０を引き出す状態を示す図である。
【００２２】
　図３（ａ）および図３（ｂ）に示すように、プリント基板取り外し治具２０を、制御盤
の固定面１２に取り付けられているプリント基板１０の表面１０ａの方から取り付ける。
この際、引き出しレバー２６の操作アーム２９を押下げて係合アーム２８を上方へ回動さ
せてから筒部２４を固定用支柱１４の弾性係止爪１６に被せる。これにより、弾性係止爪
１６が筒部２４の内周面２４ａに当接してプリント基板１０における固定用孔Ｈの径方向
に縮むように弾性変形して閉じた状態となる。このようにして、固定用孔Ｈを通過可能な
状態に弾性係止爪１６を保持することができる。
【００２３】
　そして、図４（ａ）および図４（ｂ）に示すように、引き出しレバー２６の操作アーム
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下方へ回動する。これにより、引き出しレバー２６の係合アーム２８をプリント基板１０
の裏面１０ｂに係合させることができる。そして、この状態で、把持部２２を介して引き
出しレバー２６を引っ張りだすことで、プリント基板１０を固定用支柱１４から引き出す
ことができる。
【００２４】
　本発明に係るプリント基板取り外し治具２０によれば、把持部２２の先端に設けられた
筒部２４を弾性係止爪１６に被せることにより弾性係止爪１６を閉じさせてプリント基板
１０に引っ掛からないように保持する。そして、この状態で、引き出しレバー２６をプリ
ント基板１０に係合させてから把持部２２によってプリント基板１０を固定用支柱１４か
ら引き出すことができる。このため、プリント基板１０を固定している固定用支柱１４か
らプリント基板１０を簡単に取り外すことができる。
【００２５】
　続いて、図５および図６を用いて、本発明における実施形態の第１変形例および第２変
形例について説明を行う。以下の説明において、上記実施形態のプリント基板取り外し治
具２０と同一の構成については同一符号を付して適宜説明を省略し、構成の異なる部分に
ついてのみ説明を行うものとする。
【００２６】
　図５は、本発明における実施形態の第１変形例であるプリント基板取り外し治具４０を
示す図である。プリント基板取り外し治具４０は、上記実施形態における筒部２４に代え
て筒部４４を備えている。この筒部４４は、ネジ軸４２が後端の軸方向の端面に取り付け
られている。このネジ軸４２は、把持部２２に設けられたネジ孔２２ｂに螺合されており
、回転させることによって筒部４４を破線で示すように伸縮させることができる。これに
より、把持部２２と筒部４４との間の距離を作業の行い易い長さに調整することができる
。
【００２７】
　図６は、本発明における実施形態の第２変形例であるプリント基板取り外し治具５０を
示す図である。プリント基板取り外し治具５０は、上記実施形態における引き出しレバー
２６に代えて引き出しレバー５２を有している。この引き出しレバー５２は、伸縮可能に
形成された係合アーム５６を有し、その他の構成は引き出しレバー２６と同様に構成され
ている。係合アーム５６は、先端が開口した略箱状の収容部５６ａと、この収容部５６ａ
に伸縮可能に収容された係合板５６ｂとから構成されている。係合板５６ｂの先端は、上
記実施形態における係合アーム２８と同様に折り曲げて形成されている。また、係合板５
６ｂには、位置調整孔Ｊが等間隔に設けられている。一方、収容部５６ａの上面には、固
定用ねじ孔が設けられており、この固定用ねじ孔に螺合した固定用ボルト５８のネジ軸が
位置調整孔Ｊに挿通されることによって係合板５６ｂが固定される。これにより、プリン
ト基板１０の取り外し作業を行い易い長さに係合アーム５６の全長を調整できるようにし
ている。
【００２８】
　なお、本発明に係るプリント基板取り外し治具２０によれば、上述した実施形態および
その変形例の構成に限定されるものではなく、本願の特許請求の範囲に記載された事項お
よびその均等の範囲内で種々の改良や変更が可能であることはいうまでもない。
【符号の説明】
【００２９】
　１０　プリント基板、１０ａ　表面、１０ｂ　裏面、１２　固定面、１４　固定用支柱
、１６　弾性係止爪、２０，４０，５０　プリント基板取り外し治具、２２　把持部、２
４，４４　筒部、２６，５２　引き出しレバー、２８，５６　係合アーム、２９　操作ア
ーム、Ｄ　内径、Ｈ　固定用孔。
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